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@『なぜ民主主義を世界に広げるのか』

圧制とテロに打ち勝つ ｢自由｣のカ

ナタン･シャランスキー著

ThePowerofFreedomtoOvercomeTyranny&Terror･･･借主政治

と恐怖に打ち勝つ ｢自由｣の力

研究会 レジュメ 2007.6.23 右横勝

序章 ｢自由｣には世界を変える力があるか

*反体制派は理解していた自由の力

*アンドレイ･アマルリク 『ソ連は1984年まで生きのびるか』1970

*すべての国の人が自由を望んでいると､私は確信している｡どの国におい
_{_であれL自由が広がることは､世界のあら_吟_董_EI_をより安全にすると確
信している｡さらにアメリカをリーダーとする民主主義諸国は､世界に自

由を広める上で重要な役割を果たすと確信している｡P39

*世界は再び悪と対決する覚悟のある人々と､悪と宥和しようとする人々に

分かれている｡二つの陣営を分かつ問いは ｢自由には世界を変える力があ

ると信じているか否か｣である｡

*民主主義を広めることが何故必要なのか､そしてそれが可能だと何故いえ

_をq2_7hを(本書で)説明しようo P40

第一章 すべての人が自由を求めているのか

*｢われわゴ1の価値観は西洋の価値観ではない.人間精神の普遍的な価値観
だ｡- ･選択のチャンスを与えられたら､選ぶのは- ･圧制ではなく自由､

独裁ではなく民主主義､秘密警察の支配ではなく法の支配である｡｣(2003
年夏､於米議会ブレア-演説)

*｢自由はアメリカが世界に与える贈り物ではなく､狸が人準位授けた賜物
である｣(ブッシュ)

*アメリカ政府が自国の国土に対する攻撃(9.ll)に違った形で対応していた

ら､<中東の民主化は可能か>という問いは､恐らく大学の象牙の塔のご

とく､少数のシンクタンクのレクチャーホールに任されたままになってい
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ただろう｡

*この戦争は ｢世界を脅かす､すべてのテロリスト･グループが見つけ出さ

れ､阻止され､叩き潰されるまで｣続くと､ブッシュ大統領は宣言0P43

<二つの戦略>

(∋国家によるテロ支援に終止符

(むテロを支援している体制を民主的政府と交代させる･･･内政干渉-の大

胆な転換 ･･･テロは何よりも民主主義の欠如から来る｡

(釦こついて希望を持てる歴史がある ヨーロッパを越えて､ロシア､日本

*日本のケース :著者は説得的であると考える｡

*中東では無理という議論 :

｢中東の人々は圧制の中で暮らすように運命図けられているかもしれないで

はないか｡｣

｢民主主義は中東に根を下ろすことはできないのかもしれないのではない

か｡｣

｢民主主義では人間が法律を作るが､イスラム教ではモハメッドに口授され

た神の法､改正することができない法がコーランに記されており､それが多
くの人をイスラム教は民主的統治とは相容れないという結論に導いている｣

(『ザ ･エコノミスト』P55)

タ条は神に透てブいIL･̂静ガ酵 っ/L･蕗だフ

*かって 値
もしれないが､中東には也の地域では

では民主主義のチャンスがあるか

になった反

るかにしぶとく残っているといえるのである｡

まっている｡

庄

第二章 自由社会と恐怖社会

*｢自由とは何か｣についての鉄格子の中の一致 :社会が自由であるとは､
逮捕や投獄や身体的危害の恐れなしに自分の考えを表明する権利が､人々

に保障されていること｡

B宙の名による裁争で葺HのBL乱 アメリカのB歯は一体どうをっ71･のかこ
れが瀞おれ る o

*町の広場テスト;町の広場の真ん中に進み出て逮捕や投獄や身体的危害の
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心配なしに自分の意見を発表できるか｡

そるそる広場をい場合はどうをるかo今HのH本tiBLgからfすiす遠 (杏

るo著者には是#H本の罪状を診てはLいところfrtlo

*｢自由｣の定義を満たす社会が必ずしもすべて公正ではない｡しかし恐怖
社会は例外なく不公正だ｡

*世界は自由社会と恐怖社会の二つに分かれ中間には何も残らない｡体制批

判の権利を守らない社会は､必然的に恐怖に依拠することになるからだ｡

圧制の力学がこれを不可避にするから｡

紛えばH本は中原に位置すると石欝ばまずは考え/L･のどがこB本の成算をB
で著者ばをんと言うかo

<恐怖社会に広がる ｢二重思考｣>
*体制批判が禁じられているところでは社会は三つのグループに分かれる｡

①賛同するもの(参公然と反逆するもの③自分の考えていることを表に出さな

いもの ･･･批判に伴うリスクを恐jtている人々 ･･･二重思考者

*ガンジーが立ち向かったの

あったイギリス
ったが､

った｡ヒットラー ･スターリンに対する戦いだった
ら彼の戦いは始まる前に終わっていた｡

*サウジアラビアにどれだけ二重思考が広がっていることか｡石窟何意

のもっとも反米的な 民がもっと る･･･思想教

青の限界

｢ソ連を思い出しましたよ｡(イランでは)役人はみんなアメリカを悪くい

い､国民はみんなアメリカ大好きなんですから｣

第三章 圧政を支えるもの

*圧制からの自由は万人が望んでいるだけでなく､万人にとって望ましいも

のでもある｡ しかし残念ながら､政策決定者は概してそうは思わない｡

著者嫁鼻面Hであ る . 発密のデモクラッf･であるo/jf塵でき る o 薪左賞 ･全
英厨であるo

*民主主義より安定が大事

*自由世界の中にさえ､安定の擁護者は民主主義の擁護者の何倍も存在する｡
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世界の民主主義の政府は､左派も右派もほぼ例外なく､且盆地 ヱ
主

*道徳の り益の推進のど
主主義より良いと
といわれたら

旦呈地 金i鷹畳と遷運.il
<利益と道徳>

*外交には道徳的理念の入る余地はないと考えてきた人達 ･･･主流の国際

間理論 ･･･モーゲンソー､ケナン､キッシンジャー ･- 現実主義-戟

略的利害だけを基に政策の分析策定を行う｡

*分別ある政治化がなすべきこと-自国の利益を高める国際秩序を発展させ

ること｡国内では決して放棄しない理念を無視することが必要になるにし

ても｡･･･といわれてきた

*クインシー･アダムズ ｢すべての人の自由と独立をひたすら願う｣が､｢自

国の自由と独立のためにのみ戦う｣

*自由なくして民主主義はない ･･･選挙分岐点 ･･･町の広場テストに合

格していれば

*ヒットラーを破ってドイツを占領したアメリカその他の連合軍は､ドイツ

の連邦占拠を賢明にも4年間は実施しないことにした｡アフガンやイラク

で民主主義社会を築く手助けをしたいと思っているものたちが肝に銘じて

おくべきことだ｡ここ嫁蜜穿 :原題は選挙そのあのでばをいo B由#会の

都度と空家だ

*我々はパレスチナ人の二重思考に惑わされないようにする必要がある｡体

制にたてつくことが許されず何十万もの人々が体制に結びつくことで暮ら

しを立てているパレスチナ社会では､ユダヤ人国家に対する戦いで死ぬ覚

悟を表明することが､残念ながら広くはびこっている｡P95

*民主主義国では政治指導者の個人的利益が- もっとも欲得ずくの政治指

導者の場合でさえ一一彼らの統治する人々の生活を向上させることと効果

的に結び付けられている｡平和と繁栄をもたらしていると認知された指導

者は再選される傾向にあるが､そうでない指導者は政権を追われることに

なりがちだ｡

大学t=おける度量主義とは材かQ 虜潜のJH象の中身が6,,gHo大学の.館主_主題
は教度会のB潜であるoLかL真贋上務潜される.軒家はL:つば草生であるo

そこには度量主義は存在LZTJい.
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*民主主義国同士が戦争することを防いでいる決定的な要因は､民主主義国

の国民に特有な価値観ではなく､むしろ民主主義国の政府の権力が究極的
には国民の意志に依拠しているという事実なのだ｡二つの民主主義国が紛
争に発展しかねない問題に直面したとき両国の指導者は一二彼らの椎力は

戦争を最後の手段とみなす市民に依拠しているのだから- 戦争を回避し

て妥協に至るために､あらゆる手を尽くすことだろう｡

*恐怖社会では､支配所の利益と被支配者の利益を一致させるメカニズムが

崩壊する｡独裁者は国民に依拠しておらず､国民が彼らに依拠して い る ｡
*カストロ･北朝鮮-重要なのは国民生活の改善ではなく国民を管理するこ

と｡

<独裁者の下で平和はない>

*民主主義の力学が民主主義を生来平和的な国にするのに対して､圧制の力

学は非民主主義国を､生来､好戟的な国にする｡外敵

*友好的な独裁者という概念は絵空事だ｡

第四章 自由世界が行使できる力

*｢イラクの人々は独裁者の前に脆いて暮らすのではなく､もっと良い人生
を送る権利がある｡イラクの人々は､自由な人間として- 自由な国の市

民として生きる権利がある｡｣

ブッシュのこの話は､戦争にしばしばともなう美辞麗句に過ぎないと片付

けられていたかもしれない｡しかし､これはリップサービスではなかった

と明確になる｡

*この先数年でイラクに民主主義が根付く公算は､それがどれほど小さかろ

うと､シリアやサウジで民主主義が根付く公算よりは大きいことを､恐ら

く殆んどの人が認めるだろう｡

*イラク>アラブ>北朝鮮 ･中国 ････民主主義可能性の比較

この著者のB方について併密会メンバーばどのように反応するだろうかP願

いで弟たい,首である

<恐怖社会はどのようにして崩壊を回避するか>

*恐怖社会は永久に管理し続けることはできない｡

*サハロフ:｢知的自由を制限し､考えの自由な交換を妨げる社会は､国民
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の創造の才を自由に解き放つ社会には太刀打ちできない｡｣
*ソ連の進歩は幻想だ｡･･･アメリカが作った滑らかな滑走路の上をアメ

リカよりずいぶん少ない力で進むことができのだ｡最先端分野で世界の先

頭を走ることで､アメリカの自由社会は深い雪をかきわけながら進んでい

る｡ソ連の自由の欠如はこの国に､他人の努力の成果を利用して前進でき

ても､独力で進むことはできない二番手の地位をあてがうことになる｡

*厳しい管理は必然的に衰退のプロセス誘発する｡

*工業化と大量生産の時代だったので､他国で完成された手法をソ連の続制

経済の中で使うこともできた｡だが､技術進歩がアイディアの自由な流れ

にますます左右される情報化時代には､ソ連の硬直化した恐怖社会は西側

にますます遅れを取るように運命付けられていた｡

このあたクの瀞 は粛々irまfL･RUの原題を腰超させるoつまク5本の周密で
ある 0 8本の成功ぱく遣いつげ遣い題せ>までであったo<葺ら廉い薯をか

きわけ>彦がら澄んでい7?いという願 であるQそれに伴うH本の彪好きで

あるo

*サウジ;石油のおかげで隠されてきたが､恐怖社会の崩壊が始まっている｡

<レーガンの挑戦>

*アメリカは自由社会 ･自由市場の利点を生かして冷戦に勝利すると宣言｡

｢西側は共産主義を封じ込めるのではない｡それを超越するのだ｣(レーガ

ン)経済基盤にもはや対応していない政治構造｡生産勢力が政治勢力に阻

まれている社会｡P145

*｢レーガンの防衛力増強がなかったとしたら､アメリカが自由のために戦
う用意があるだけでなく､自由を守るために巨額の資金を投じる用意もあ

るということを見せつけなかったとしたら､我々は恐らく今日ここに座っ

てロシア人とアメリカ人の自由な議論に参加してはいないだろう｡｣原注

26

*ソ連に対するレーガンの挑戦は､経済的な挑戦であると同時に道徳的な挑

戦でもあった｡だからこそ彼の政策はソ連の反体制者の生活に劇的な影響

を与えた｡

9桑はiさに 静男にガする還暦帝都厳であるoアメ リカの皮膚主義を超え

,6度潜主義をLに9桑は腰揮できをいD嫁 はもはやH本人の顔.音からIi,静C

ら九をいoアメリカ彪盈息 リベラルアメリカの顔.首から窟L:71-ほうが適い
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か酋Lれ7fiLい09粂原題■を全 (違う角度から好ク厨 (犀が菜frのかるLれを

いo･･･9条については産道するO

第五章 ヘルシンキからオスロへ ･･･ここは完全に省略

第六章 明確な道徳性を求める闘争

*1986年イスラエル到着時｡イスラエルの支配下にあるパレスチナ人は
自分の考えをそのまま口にできるか

彼らは自分の意見を発表できるか

彼らは自分の信仰を実践できるか

彼らは自分たちの歴史と文化を学ぶことができるか

*各地 三A主星

<戦時下の民主主義国>

*人権問題は背景･状況を抜きにしては絶対に判断できないものだというこ

とを､私はよく知っていた｡恐怖社会では

が､自 利を守るため

った｡だ

せざるを

王.迷顔貞ミ憂査土星のである｡P214 ここをどう考えるかである
*人権の中でももっとも大切な権利 他のすべての権利の行使を可能に

するこの権利を守ることは､政府の最も重要な責務である｡

*原則として行政拘禁は絶対に正当化できないと主張することは私には無理

な相談だ｡

ている人達は､善

してしま

これらの主題ばかをク彫妙であるLかL著者のJL拝顔を選好するfL･めにば量穿

*パレスチナのテロ攻撃とイスラエルの対テロ作戦は道徳的に等価ではな

い｡パレスチナのテロリストは意図的に民間人を標的にしている｡イスラ

エルの軍事作戟が意図せずして罪のない民間人を傷つけることがあるのは

確かだが､イスラエルは絶対に民間人を標的にはしない｡標的にするのは

テロリストだ｡P217

第七草 失われたチャンス 省略

86



読書ノート

終章 世界中を民主化せよ

*自由世界の民主勢力は､今日､アラブ諸国の体制が自国民をどのように扱っ

ているについて､ほとんど沈黙している｡アラブ世界内部の人権に対する

彼らの関心は､かつてソ連国内の人権という大儀を支持したときの熱心さ

の足元にも及ばない｡だが､アラブの反体制活動に対する指示がない中で

も､自由を求めるアラブの声は次第に大きくなっているのである｡

これをどう孝之るかば､大き7分ボインi･ガ
*自由世界は独裁体制が改革に同意するのを待っていてはいけない- ･我々

は彼らの反対を乗り越えて､前進する勇気を持たなければならないのだ｡

我々は国際機関の支援も待ってはいてはいけない｡国際機関で影響力を振

るっている国の多くが､非民主的な体制の国だ｡自国の国民に自由を認め

ていない者たちに､世界に自由を拡大する活動を支援することなど､期待

できようはずがない｡･- ･だが､圧制には終りがあると信じている｡- ･

奴隷制度が地上からほぼ抹殺されたように･･･

*国民に意見を表明する権利と決定に参加する権利を与えている政府

世界各地で民主主義を守り､推進するために､そiヒた墜免責法変､意見

表明の権利と参加権を持つ､新しい国際機関が設立されれば､それは民主

的改革を促す極めて重要な勢力なりうるだろう｡ ･ ･

称好本署に輿輝を#っカか

1)蕗好にば紺 のLb本氏の瀞葺に超囲するo厳粛ざれた資都の中でもっとる
面白い資#であっt.Io 今風 二金野を彦んだわけだがこ黍の､あるいTli威た

ちの願 意歳からすると､やばタ厳粛資聯部分が中心とをろうoEL/本館は

曹密(=量穿7i草を選んで(れil-と.思う0
2)以静から､ネオコンの粛啓が孝をる深淵 の粛啓では7I{(､むLろアメ

リカで言えば告避府民真倉グループ.あるいぼ(a)左賞だっ/=労れ者たち

によって支えられているという点ば京に7?ってい/i-L､それがどうゆう蒼

顔であったのかについては一度膚かめておきたかったということがし大き

を背景にあって､この本を選ん721g彦顔感でいiば.か7fEク静粛に忍の輿

味 ･豚Ll､に答iて(れている者着であったo
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本首の題藤感 ･ ･･富合の願 を脱 皮だ′

1)本署の男給はg金賞可の腰謡が好摩だ

rネオコンを支iる孝之方や感受鐙ば必ずLあ厨違っていをいCやをいか

と思われjt･方々8少をいのでばをいだろうかJという宮/倉の棚 は､その虜
クだとigtうo石着古そう感C/Joネオコンば一勝Wを孝iているのか とい

うことについて､あまクにラベル虜ク薗ネオコン融 潜 行Lでいると､静々
から感L:ていたが＼本書を炭み､以静にあまLで､∵刀櫛 に 克藩にネオ

コンGgをるあのを財ク潜てるわけにばいかをい,と感L:ている0本書は二脚

クガ切 ていをいようガが.あっと轟卿に鮒 さ舵7月い本だと眉うo書斎で
葺歯 ･虎.主主義を威蔚Lて~いるだ材では済iさ允をい､虜虜の真り月中の^
厨だからこその穿道理を劫え遂ん励 {署穿ガム瀞傍に三好されているわけ

でめを(､著者は粛啓を臭っているわけであをいo音量を励 起でばをい

か0

本書についてば､富合が償ダ/に一ページで要務Lでいるが(293-294),石窟

とLでば宮倉の虜め方に兵藤 はZiいoそういう意味でば今野e)i,ポーFば宮

2)樹 主題を潜否するシャラyス手一･富合

rフセイン打財はイラクの殿 だっfrJというシャランスヰ一･富合はBら

の逆夢をLW膚にLTいる0本書赦支~ば2005卒6R必虜だが二季題の今､それ

ぞ才乙がどのようを夏場を摩るか屠いTみたいところ朗 ,tl.虜黍においてる忍

ら(そう呈窟するだろうo宮倉が好介するケン･ジョセフの爵ば鮎 いoイ

ラクでのテUは報奨金B当てだと棚 L､虜実主義というお題Bでの#人道

主題に怒るのがケン･ジ3セフだog倉ばrネオコンを<友人遂主義G5を粛
実主義者>と月るのは膚違いだoむLろそればネオコンがデタンT虎彪72リ
ベラルに向ける#卿だJというoこの#潜はわかる0本書■を適彦Lで､さら

に櫛 にその,Gはわかる o ブッシュ政彦の膚虜 がオールj{'･ライi･偵二共皮
BLg中心)+宗教GタライF(47m反歌)+ニェー･ライF(̂題周贋介ス主#)

の三者蔵成であるというというのあ,をかをか顔いo･･･あっとあごの超
好はどこかでu轟かがLでいるpTHAbb鰍 だが.o
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3)シャランス手-る宮合名 /多度偲書轟音inGfeH会ノを倫摩戯虜好とみ
る

多度化宕盛者ば欝倉の斉タよう払 腐かに､庸 経歴aJを粛避稚裡会と何
番に置き､確 々にあタラる#会のひとつJとするo宮倉が言うように 多
文化主着は彦feの押L揮1才を虜う左穿顔密の_立虜で､H兼と轟にアカデミズ
ムを席巻Lでいるoこのノ首もわかるo(g倉はH兼というが.石膏の見立て
でば符にB本のアカデ言ズムがそうだJQ

g倉の膏う<オータナデイブの凄符>を卿 する<アジア主義>や<飲勅書
義>の中身ばおからをい新 一rrr席倉をがら今野そのこと4=ついて書い

ている富合の本を彦む余香がをかった一一一一粛(HiE)あまf=g倉と何虜に
オータナテイブの近feにコミソFLでいるoその.着床では<多文化主義者>

ではをいQ ここばきっちクとこの冴穿会でる威診すべきところだろうo重宝

化主義でばを(jUtm多元i嘉が富合のとる丘虜だ射 そればlGfeと舶

する贋クで多麟任を絡 L､高度仁顧 不慶を要素を瀞去LようとするJi

のガというo承(5iS)あこの方姥戯多元主題の妥虜に与する O

4) 虜算のネオコンは堺潜で彦い

この富合の磨諸に何者するor#の巌は味iJの窟轡で､ネオコンはそねを
皮膚蕗でやってL,iっfr之いう舶 娃正Lいoネオコン政彦が中層に朗 さ
れか ､のめ周密だとの題額もEい ユqネオコンの成定の昇三が女鹿への彪感
皇であるということについてる何者するg

g倉はその腰j.=舶 Lf=1李､虜顔に 機 序､本夢に示されたネオコン瀞を
教 主着る､粛芽にブyシヱ政務での密封に庄Hするmク､こ瀞倉主義薗贋
慶Lか果たしておらず､澄磨静を!銑響きから覆遠いoその意味で爵半分に彦

iれる必要はあるが二田発音の盈哲や感受性が欝クかどうか iiiたノ紺願野で
あるoJと述べるo熱烈支棒の解藷が一家LでジエツFコースターから穿き
落とされたようを克分にを る O をんとも歯穿允の/欝い願 で好わっている¢

その歯牙允の磨きを粛うべ!願 のタイfjL,ば√今Hのネオコンを<本葬を
茸徹せざる者>とLで教材す名ベLJとばをゥTいるのだが - - .
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本音に厳君され#の中で生まれつつ為る考え

1)本書を題諾L,改めT葺分は逆化喜盛者彦のどと再確認LたO

符に rB由の普遍Jについてはシャランス手-の寿窟4=ばば何者する5分
がいたO宮D･-Ltに負けヂ劣らず石膏は逝托主義者身のでは凌いかとBうo冴
発会メンバーの,皆さんと題非議診Lたいo

必静から文化鮒 主義に大き7?虜ノ野を#っていfJのだが.静めてこの願

を考えさtliを得をいoめとると文脚 主義の儒者を考えBLとのば､jL,-

ルベネデクTの傍 とノ甜 そLでその節労と.槽 にG,ZT!を据卿を俗がせiJF<

肴と刀>再考4(ダグラス ･ラミス)を慶んでからだoリベラルを文化薦好
一主義者であるばヂのベネデクFがこ7iぜB本文ftを rKんだ文化JとLで
顔い､LfJがって見事に顛塑ltLきることができfJのかという願 ば､募

ぽこの/文1-e超舟主義 〔多文雅量#) vs文fe舟多元主義 の6,,g題であ
ろうO

あっと紅文化慮就喜東に.材する題材感払 本を彦A,でとか 学府藤にとか
というよクは､もっと森厳にbとう'Tu､ているあのであるO脚尤ば釆GでB々
達彦Lでいる中で､それこそH々､H米を此磨する中で､その停その時で

脚 餅ばついて@るo安易に rどっちも長いところがあるJをどと言っ
Tお茶を薗すわけにはいかをいのであるo兵務家であればをおさらそうL

た決断に客H厨ざれる o

いずれにせよ石膚にとって r貞盛JはZiとんど信仰にあ似た静にをっTいる
と思うt､

自由の普遍化 ･神島元理表 ･ 治元理について

2)われわれは虚身静i=rBLbの普遍此ノを虐めをLfればをら凄い

,̂厨の歴史ばG由摩得への歴史であったと鹿は孝iるoそLて~そのことば

これからめ窟 Coこの成れを産道させてはなら凄いo6,ちろ人,その犬静定
とLで生薪静があるo塵斉藤を奪うこと(#争ばそうだ)ばB曲者符の一番

の基産を奮好することだから rB由のための威争Jという言蒼には府当を
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矛膚が韻 る Oとtに rB由の普窟仏ノ(B由のグp-バ リゼ-シ=ン)が財
えぼシャラyス辛一彦どの申ノど､戯テーゼであBわけだから､その普窟花ば

本著に武力EPち威争という手段によってLか遺尿できをいのかどうかにつ
いては,透衛Lたみ鍬吉何Z)堵 芳されるばす=jEorB由の普窟勅 をp-#よ
クる虜.El!に膚CTいる者であれば謬よク量感争に卿 に彦らをjJればを

らをいはずであるo

発々が rB盛の普遍化ノを求めるということばどういうことれ それば武

力行皮の否定､安いLは蔵底Ggを抑瀞の<都度と空京>､あるいぼ<窟潜

と心屠>を庶務L尊者することでなければ72らをいo神慮元屠表の者に厨
あるがLB虚像 るいぼB鹿は真野の元産のワyセプf発;暫からの戯爵 ば､
rB由の普遍化上主義者であればあるIfと'11虜求さ允をければをら安い0

3)イラクやア7ガンやその超を.犀呈循Lようとすることば決Lで原違いでば
をい o

周選ばその手段であJboB潜元屠ぽろっともっと広■められるべき鳥 その
手段とLでの支蔚元犀の存度オ澗 夢であJboそのことを卵確に意戯すべ L o

ここで石帯はJW#に<文/t粛就主義>あるいぼ<多文化喜義>にEqれを告
げるoB潜の元屠こそが神慮ガ切紙 LPl･10の元犀の中で衝鮒 に虞要であ
タ､人粛史を普遍静に貫かぬばをら7iいるのであると右裾ば考え る o その
意味でば看膚はやばクB本密会史の真贋 でば<威顔屈ま.主義>(B潜の元
署を基密にLjl･B由 ･平等のm盾の.共有と都度lt)者であるo<威座屈i

主義の空瀞ft>に鹿魔啓を務(ことにおいて八度に落ちをいとB負する

が--,そねばG藤の_元産にガする慮,勲を好摩聯 5為っTのことである0

4)｢ネオコンば財産でばをいJと富合は言うガミ願野ばそこでばをいo

道磨瀞(=L軌管であiuf.つiク安虜を都紛L,支筋の窟産を眉瀞すれば櫛暦
が解凍するかとい滋ばそうでIiをいOネオコンは遭潜瀞に好摩で彦いので
ばを(､ネオコンもfた,慶潜の屠賓にガする憩俊カ､その潜像カを支え

る禅鼻元費葬に超会っていか )ということであるoネオコンのJ避姓
させる7さめの慶 ていないという
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5)舶 密漁元密着の廟財経とそe)彪穿

神慮政彦元願 は､#会好学が光を当て財れ7?かっ,fL-慶潜の妥潜分ノ好に画

,mmに雇叔するが.その意味ば次のようをことである ｡ 慶潜東泉ば森慮方

虜,大政冶 ･ィ､皮潜､あクとあらゆる文節 ･jUtにあiカ(存在するoそ

の森慮万乗の豊磨きに.材Lで､ぞ允を彦み虜 (一機 ばあiクに倉好で
あっJf=o 西洋の,Lかる逆ffの1.度冶朋 実を彦み腰 (ことにば密めて有

瀞でばあったか-I,空周瀞に停瀞静に西洋茸作を超えた度潜戯発芽を彦み摩
(ことがどうしても必要であるo摩洋近作の彪膚を超尤t=慶潜静粛宴をす

(いあげようと#みる神慮度爵学は廟瀞静である0

-才､禅貞慶冶元麿表を抄とつ瀞首まで揮うと､一丈捲鰍 書斎の超塀にメ
るoあの元屠表の､iさLく'<平鹿紗をダイアグラムのE>に､ばiって

ばいけをい0度潜の元虜の潜Hiをのであって,その必虐~漸 Ifmの者賓を

5p-芽する o 神慮の100のマス5カ朝 であるはずが合いo

･11､そして9条について

6)9.11は王威酵潜学の者財経にガする鹿 野でもあったo

i虎政治学のこ野俊カの原罪をあぶクだLfJのがこの事件の本質であるO対

応はB冶元犀か支館元密かで分かれてLiう(Lまった)oテUにガLて支
彪元産で激症LようとLた唐桑ば鯵貯えるあのにを.Dでいるがここわば野

らかに慶藤棚 算に慶潜の発憩カが遣いついていをいことの腐れであるO

でば逆に鼻冶元澄のみに併顔Lj1-虜倉 rB由の豊安佐ノという<当為>に
答iら允をいことも事芽ではないかo<Bjg>というm修はB潜の元犀と
虜る虜布佐を:揮っているが､B潜の元選ば昇は題意のm面もあるoモンU-
_主義ばその典三野であるoアメtjカ度憩主義(a.主.主義)ば宴はm_iLT7主義､不

干渉と､表裏一体であるoアメlj矛史は算は二つの大きを停稚腐何の中で

##Lできfroそれば

① B潜の願 主義 ･B潜･B由･内向きの停fe
② 国際hgiEi義の館 主薦 ･文麿 ･武力介人の停符

であっJ/i-09gえば控)が色慶(彪できたベTナム介人にガLで､友威還財は
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(pを瀞に好き超こるoベトナムシンドp-JAといわ光る不千線宕義の時代

を麿で､9･11を髪膚に今度Ii②が蒼顔LtL･わけである o さらにこれに.材
する兼務潜として~庄)が避瀞する o願 は庄)でばr貞盛の蔑夢胤 という当
為に.材LT+分EL答えられ7I{いこと(=あるo/郁=こもるのでli7{{(ILか
る威力の廃介によJbのでをfr葺岳の普遍ltJを貴賓することが希求され
ているように思われるガミ その芳彦者が易つから7?いoそJ4,7?ところでば

をいだろうかoイラクからの:好題の声ばアメリカであ.大き(患っている

が.だからといって桑原の慶潜からB潜の皮膚でスッヰリと1-るあのでも

をいoシャランス手-の聯 超ば頻 るo そのあたクはOqえばアメリカ囲
jeる真は感CでいるJ#であれ 発酵における厨寡を感Cでいるはずだ三つ

iク本当ぼ rこのどちらであをいのだけ允と1 であ､月度てこをいJとい
うところだろう0

7)rB由の軌 を武力の介者をLに男顔するo

石潜のH拶するのo

8)タ条斎国主轟の_玄虜に腰は立つo

上記7)を賓屠するものとLで9桑密犀主義を償題するo好男はグp-バリ

ゼ-シ=ンだガミ そのことに忍ば必すごし芭否定舟でばをいo屠府藤倉ある

いは支犀のグp-バリゼ-ションこそがG,77mであって､r#グp-バリズ
ムJという包潜戯･否定薗スU-ガ ンは何の解決にも7?ら凄いと番は考え
る or実贋._符に3-Uソバをどでji<グローバリ,KT>vs<アンチ･グ
ローパリスF>という滞留で政潜鮒 立がJW示厨にあるが.この牌潜みに

忍ば大いに遺卿感を超CoノBt,夢殿京膚ではZiいかノ

秀彦静には rB由の蔑夢化Jというグp-バリズムを題求することば､m
償避虜､屠倉適度という面でこれからる有効であると孝iるoGF,75ばその

方荘瀞とLでの支厨のあるいは武力の虜潜であるoタ桑ばあっぱち方彦虜
とL丁のパラダイムシフFに厨わる09条B体がH厨でばを(､タ桑の方皮
診で rB歯の普遍化ノという必盾を題求する立場に忍は立つo腐潜 ･屠倉
と何C(らい量夢をのか僚潜プUセス､BPち芳彦倉であるから､戯えで9
桑新野主義と呼ぶ;るちろんB由の腰顔形碁歴が生存潜であるということ

を孝iれぽこ<タ条>と<B由>の虜御座はそこに労務に発見されるはず
だ｡
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これは夏ft腺紡喜義にガする威厳である09条線 主義は鹿底G5に支Hの

元犀を冴俊 L ､ 葺潜の元犀に鉱必するoあるいぼヱUス69元盈 互顔の売
腰に償超するoB潜と文麿の嘉産に席巻ざ衆tJ慶潜威灘からば､g条を支

える巌摩ば塵iれ7安いo兼LD皮癖字とそのシェーレがrつまクリベラル政
冶学者がノ9兵藤蒼の慮犀を穿允をいのはそこにある0

9)アメリカばBLbの慶事の_立場を彦超させてばをらをい?
5本もB由の慶事の犀劉 =財産に加わるべきであるoシャランス手一鹿を
意味での rB由の普遍勅 に参勿L,いやむLろその主iL3tJLにZIfるべきであ
る0,本京で普題IEをH超そうとすれば穀粂戯芳彦瀞を#ち遂まかナれば杏
らないことを､凝顔瀞に屠解させる必要■がある0

10)9粂辞犀主義を支える意産ばB潜 iエロス ･何化･知己をど7?どである

お手柔らか7i虜めであるo
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